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本稿では、内務省官僚であった安積得也が、1944年10月8日から11月6日までの約1ヵ月にわ
たって記した口授日記を紹介する。1943年7月1日から1944年11月1日まで第33代栃木県知事を
つとめた安積は、職務に関わる口授日記をB5ノート2冊分、残している。1944年9月7日から10
月7日の記事が含まれた1冊目は拙稿「〔史料紹介〕安積得也「第一號 栃木縣陣中口授日記」」（『學
苑』875号、2013年）にてすでに翻刻紹介しており、今回紹介する2冊目「第二號 栃木縣陣中口授
日記」（以下、「口授日記」とする）は2冊目にあたる。
また口授日記が含まれる「安積得也関係文書」については安積得也関係文書整理会編『安積得也
関係文書目録』（『アジア文化研究』別冊19、2013年）が刊行されており，詳細は同書の「解題」に譲る。
安積の履歴詳細については、上記拙稿において述べているので割愛するが、日記記載前後の人事動
静のみを確認する。1943年7月1日に栃木県知事に着任した安積は、1944年11月1日に総合計画局
第二部長として栃木県から転出、45年4月21日には愛知県次長、6月10日には東海北陸地方副統監
となり、敗戦を迎えている。敗戦後の9月12日岡山県知事に就任し、1946年1月25日に依願免本
官となっている。
さて、「口授日記」には2点の史料が挟み込まれていた。
1点目は「女子至誠團宛安積得也書簡」（史料A）である。作成年月日は1945年3月24日となって
いる。1944年5月に安積が創設した女子至誠団＊1の創設一周年に際し、団員が安積に送った寄せ書
きに対する返信の下書きである。「安積得也関係文書」417421に存在する佐藤敏子他19名書簡
（1945年3月8日付）には、女子至誠団の寄せ書き（図）の束が封入されており、これに対する返信と
みられる。
2点目は、内務省罫紙に記載された史料であり、「綜合計画局陣中口授日記」の「凡例」と1944年
11月1日から6日までの「日記」から構成されている（史料B）。ただし史料Bのうち、「日記」部分
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〔史料紹介〕
＊1 女子至誠団とは栃木県の女子職員を職務内容ごとに「内政分団」、「経済分団」、「警察分団」へと編成し
た勤労組織であるとみられる。「経済分団」（「安積得也関係文書」10313～15）、「内政分団」（「安積得也
関係文書」10314）、「警察分団」（「安積得也関係文書」10315）には女子至誠団創立に際して、安積が
団員に贈った自作詩「戦闘配置」に對する団員からの感想がまとめられている。
史料A中でも自作詩「底を叩く」（のち安積『底を叩く時』（機械製作資料社、1945年）に収録）を女性
向けに改変した詩が掲載されており、地方長官でもあり詩人でもあった安積がさまざまな機会に詩をも
って職員を督励していたことをうかがわせる。
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図 栃木県庁女子至誠団経済第一分団からの寄書（「安積得也関係文書」417421）
については「口授日記」にも同一の内容が存在するため、本稿においては史料B中の「凡例」のみ
を翻刻することとした。
安積は11月1日から総合計画局第二部長に転じており、史料Bの期間には総合計画局の業務に就
く一方で、栃木県知事としての県内各所への退任挨拶や各種の業務引継をおこなっている。双方の業
務内容が含まれる期間の行動については一旦史料Bに記録し、あらためて口授日記へと転記し、栃
木県知事としての業務内容を「口授日記」へと集約したものとみられる。
また「凡例」には、「綜合計画局陣中口授日記」の記載を1944年11月1日から開始し、附属編と
して「綜合計畫局陣中口授日記資料」「綜合計画局関係新聞資料」を作成するとある。栃木県知事時
代の業務内容を「口授日記」に記載したのと同様の手順にて、総合計画局での業務も記録として残す
こととしたものと推測されるが、現在までのところ、「安積得也関係文書」にはそれに相当する日記
は存在しない。
のちに盲腸炎をわずらった安積は1945年2月22日に手術を受け、3月10日に東京大空襲にあう。
その際入院中の野谷病院の焼失に伴い、若干の史料を失ったようである＊2。この戦災が「綜合計画
局陣中口授日記」が現存しない理由に関わっている可能性があるが判然としない。
以下、「口授日記」の内容について触れる。
「第一號 栃木縣陣中口授日記」に引きつづき「口授日記」においても新しい技術の採用と普及に
対する強い関心が日記を貫いている。とりわけ最大の関心は麦移植の励行である。「晩播対策として
國策に取り入れられたる今日なるにもかゝはらず、移植苗床設置に極端に消極的なる」＊3ことを憂
え、県下農民たちの反発に対しては次の一文を掲げ、自らの心を慰めている。
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ては、終に民衆には入れられないものだ。民衆は偉大なる或一人を試みんとして先づ暴力を浴びせてみる。
而して眞実の人は終に其の暴力に依つて或大成を遂げるものだ。一應、民衆に誤解される人でなくては民衆
の守本尊とはされないものだ。
10月12日の関東地方行政協議会席上では、農機具改良や松根油などの生産改良を積極的に取り入
れようとしない農商省を批判し、移植麦に関しても「もし結果が良くあつたら國策として取り入れ様
との要
、
領
、
良
、
き
、
傍
、
觀
、
者
、
的
、
態
、
度
、
は農商省の御家風として情なし」と激しく憤っている。安積の不満の原因
は「農商省は増産の技術的根本問題に関しては冷淡無関心を極むる一方、供出及配給面の事に関して
は青筋を立てゝ神経質の限りを極む」る態度にあり、供出計画の完全なる実行を求める農商省が、そ
の一方で増産を実現する技術的裏付けに無関心であることに対しての地方長官としての怒りがあった。
この怒りに対してはいくつかの反応があったことも日記に記載されている。10月16日に松根油生
産の視察にきた農商省技術者に対しては「何ぞその来る事の遲かりしや」と安積は述べている。また
10月17日には農学者東畑精一から受け取った書簡の一部が転記されている。「麥の移植の問題に就
ても色々と長官として御苦労が御座いましたと御同情申し上げます」とした東畑は農業技術の改良に
は失敗が必須であるとして安積を慰めている。しかし一方で東畑自身、移植麦のことについては詳し
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＊2 1945年3月18日から8月16日までに記述された「感想ノート」（「安積得也関係文書」5017）の記載
および史料Aによる。
＊3「口授日記」1944年10月9日。
く知らないとしており、移植麦に対する安積の熱意と農業系の人物の認識には落差があったこともう
かがわれる。
またこうした技術はすぐさま現場へと普及することが国策にかなうとの確信が安積にはあった。俵
編みの改良に取り組んだ人物に対する「此の際技術を御國に投げ出せ。パテントで一等考へる
な」＊4なる言にそれはよくあらわれている。
1944年10月28日、山崎巌内務次官から「至上京せられたし」との警察電話を受け取り上京、
大達茂雄内務大臣および内務次官から総合計画局への転任を要請されたところから、「口授日記」の
内容は大きく変化する。
移植麦その他の問題が片付いていない以上、栃木県知事としての職務は完遂されておらず、「責任
を完遂するは安積にしてよくし得る責任にて餘人を持［以］つて」替えることができないのに対し、
「綜合計畫局の部長の仕事の如きは如何に内務畑に人なしと假定せるも直ほかつこれをなし得べき新
秀夛数にして申さば餘人をして替へ得る仕事なり」＊5と強い固辞の意を山崎に対して表明している。
しかし大達から「麦問題が責任の途中なるは諒とするもそれ以上の責任が君の雙肩に懸りたる時小責
任をてゝ大責任に就くは当然の事なり」
＊6と説得されるに及んで、総合計画局への転任を決意し
ている。
さて、総合計画局は1944年11月1日から1945年8月末日まで存在した総合国策機関であり、安
積は同局創設時の第二部長として招聘されることとなった。同局は、内務省から拓務畑へと転じてい
た植場鉄三が長官となり、そのもとに、大蔵系の松田令輔第一部長、内務系の安積第二部長、商工系
の菅波稱事第三部長が配されている＊7。
同局設置に関わる経緯は古川隆久『昭和戦中期の総合国策機関』（吉川弘文館、1992年）に詳しいた
め、同書を参照しつつ概観する。
東条内閣期の1943年11月に企画院が廃止されたのち、企画院が受けもっていた総合国策部門は内
閣参事官に、総動員計画部門は軍需省に移管された。つまり内閣書記官長の指揮を受ける内閣参事官
が「予算の先議や内閣から閣議に提案されるような各種の総合計画の立案や調整に従事」＊8したの
である。しかしながら企画院のような独自の組織をもたないままに、内閣参事官が総合国策を受けも
つのは過渡的な体制であるとする意見が早くから存在していた。
さらに1944年7月22日に小磯国昭内閣が成立したことは、総合国策機関の必要性が強く認識され
る契機となった。なぜなら東条内閣期には首相自ら陸相、さらには参謀総長を兼任することで内閣と
陸軍の関係が保たれていたが、小磯内閣が成立して以降、内閣の立場が弱くなり、内閣機能を強化し
て陸軍との関係を再構築する必要が生じていたからである。
また古川は、内閣内部の事情として、参事官が田中書記官長の存在を顧みず直接小磯首相に進言す
る傾向があったことや、内閣と各省の連絡業務が書記官長に集中し、さらに総合国策立案の負担を書
記官長に加えることが難しかったため、小磯自身、総合計画局の設置を望んでいた＊9としている。
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＊4「口授日記」1944年10月11日。
＊5「口授日記」1944年10月28日。
＊6 同上。
＊7「口授日記」1944年11月1日。
＊8 古川隆久『昭和戦中期の総合国策機関』（吉川弘文館、1992年）311頁。
＊9 同上324325頁。
さて「口授日記」でも総合計画局設置理由に関する記載が存在する。1944年11月1日には安積を
含む総合計画局スタッフに挨拶をした小磯は、総理大臣に直属する「補佐進言機関」としての活動を
求めている。
國力推進の中心は官僚なり。官僚をしてその任を完うせしむる中心力は内閣なり。内閣總理大臣の國力戦力
推進に於る責の絶大なるに比し小磯は一介の武辯に過ぎず。今各位を煩はす事に相成り、綜合計画局は内
閣に属するものに非ず。直接總理大臣に屬し、小磯の直接補佐進言機関として國政運営の一切に関し積極消
極両面に亘り、最高戰力發揮の為に機動的に活動すべき使命を有す。
さらに小磯は企画院と総合計画局の比較もおこなっている。
綜合計畫局はかつての企画院が組織厖大に失し、又他省との対立関係に於て、却つて行政戦果の減殺を来た
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古川によると、参事官であった迫水久常はまた田中の事務処理能力への不満を強調し、一般事務を
扱う事務当局を内閣に設置することを求めていた＊10とされるが、こうした事情に対する田中側の見
解もまた同日の日記に明示されている。
今綜合計畫局の生れたるはよく  切迫必須なる事情ありたればなり①閣議及次官会議は重要政策の周到
なる審議不可能なる事。②各省とも各省の立場で抗爭すること多く結局内閣で取捌かねばなな
マ マ
らぬ事夛し。
その際總理及び書記官長は激忙にして適當なる裁定の余裕に乏し。③閣議に提出する各省案には杜のもの
あり。然も問題の核心を深刻にいて形骸を打開するに非ずんば寸秒を爭ふ戦局の要に應へ得ず。之内閣
が今の組織を生むに至りたる眞情なり。
そして「從前の内閣参事官制にありては局内の事が外部に筒頼けとなり官紀上遺憾の介ありき。局
の毅然たる独立性を確取せよ」と参事官に対する不満が語られるのである。
1年4ヵ月にわたり、地方長官として自らの思うところに従い、存分に栃木県行政に取り組んでき
た安積にとって、戦時統制期における中央政局の最前線である内閣総合局への転任は必ずしも望まし
い事態ではなかったようである。「口授日記」1944年11月2日にて、安積は「内閣の峠には又内閣
らしき独特の景色ある事を想起し一脈清新なる期待感を憶ゆると共に過去十六ヶ月の如き活発地の
機動的戦果の到底期待すべくも非ざるらしきところに今の椅子の運命を思ふ」と新しい職務の悲哀
を綴っている。
また内務省官僚の先輩でもあり仲人でもあった田澤義鋪の死に際して記した追悼文においても「安
積は唯今内閣綜合計画局の部長の椅子ありて殆ど直接的立場に於いて国家の枢機に近き処に参畫し得
るの地位を与へられ居り候」としながらも「小磯内閣の政治力の脆弱、安積の地位の中間的存在性の
故に思うことの十分の一も百分の一も實行困難とは存ぜられ候」と洩らしている＊11。
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＊10 同上325頁。
＊11「昭和20年1月24日便り（第1回）」（「安積得也関係文書」285	8）。
記者団に対して転任の挨拶をした際、「ふと二三の美しく忘れ難き光景を想起し危く流涕せんとし
記者の手前を恐れ辛じて之を抑止するに最大の努力をな」＊12した安積にとって、栃木県知事はまさ
しく心血を注いだ職務であった。転任決定以降「口授日記」の末尾にいたるまで「栃木縣の家族的空
氣」＊13に対する愛惜の情が繰り返し語られている。白金回収成績で栃木が第1位となった際にも
「栃木縣の白金供出の戦果は單に其の六貫目といふ數字のみに非ずしてかゝる短期間に割當の倍量を
供出するに至りたる供
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らず、協力して同一目標に「波長」をあわせて取り組む姿こそが理想であった＊14。戦後になって、
新生活運動＊15を牽引していく安積の戦時からの連続性が強く想起されるだろう。
ことばによる指導も安積の特徴であろう。1944年10月31日には「栃木縣安積用語辭典の独創語」
として以下を掲げている。
曰く 進戰、 曰く 具体的戦果、 曰く 同一波長、
曰く 同一目標、 曰く 同時前進、 曰く 二分ノ一防人精神
曰く 同時多正面作戰、 曰く 栃木縣大家族、
曰く 縣廳御家風、 曰く 波長統一、 曰く 人柱、
曰く 産業部隊長、 曰く 貫工事、
曰く 期限付、 曰く と心中、 曰く 必勝逆算公式
ことばでもって人々を惹きつけ、一丸となって目標を遂行することへの強い興味が見られる一方、
「口授日記」1944年10月13日、15日の台湾沖海戦、17日のマニラ沖海戦、22日、26日のレイテ戦
に関する若干の記載をのぞき、戦局に対する記述はほとんど見受けられない。安積をもって一般の傾
向とみなすことはできないが、戦局の推移そのものよりも、戦時下の国民団結に関心を抱く安積のよ
うな人物が戦時期の地方長官に位置したことを念頭において、戦時期像を組み立てる必要があろう。
本史料公開にはJSPS科研費25770242の助成を受けた。
［凡例］
本日記の翻刻にあたっては、原文に忠実になるように努めたが、読みやすさを考慮して、以下の準則を設定した。
一、縦書を横書に改め、句読点改行については適宜加減し、記載の内、修正された部分は修正のみ起こし、明
らかな誤記と思われる部分は［ ］内に訂正した。
一、解読できない箇所に□を付した。
一、字体は原則として原史料通りとしたが、一部通行の字体に改めた。
一、人名に関しては初出時に〔 〕を付して適宜補った。
一、傍線、傍点、行頭の・、○印については、原文では概ね赤鉛筆による記載となっている。
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＊12「口授日記」1944年10月31日。
＊13 同上。
＊14 同上。また「口授日記」を筆記した秘書課員を含めて、栃木県で出会ったさまざまな人々との交流はそ
の後も続いていくことになる（「解題」（安積得也関係文書整理会編『安積得也関係文書目録』（『アジア
文化研究』別冊19、2013年））。
＊15 大門正克編『新生活運動と日本の戦後敗戦から1970年代』（日本経済評論社、2012年）において、筆
者は、人々が協力して「話しあい」によって生活課題を解決していくことが戦後の新生活運動で重視さ
れたことを示した。
日記表紙
第二號
栃木縣陣中口授日記
栃木縣知事
安積得也
自昭和十九年十月八日
至昭和十九年 月 日
本文
凡 例
一、本帳を栃木縣陣中口授日記と稱す。
一、本帳は別册新聞切り拔き（栃木縣陣中日記資料）の姉妹とし、他日の参考となす。
一、本帳は公務の餘暇寸刻を利し知事官秘書課員に口授速記の上清書せしむるを原則とす。
記事の内容は機密にわたるもの無きを保せざるを以て筆記者は濫りに口外せざるを要す。
一、本日記は昭和十九年九月七日より之を開始す。
昭和十九年九月七日
十月八日（日） 大紹奉戴日
一、和やかなる一日なり。
一、七百二十粍の颱風は東京湾より進路を西方に轉じ、名古屋を経て能登半島に出でたる由。
栃木縣は又もや災害をかる。颱風が栃木縣を避けて通りたるなり。
岡本〔三良助〕経済部長曰く「長官颱風が東京湾の上り口で頭
カブリ
を左に振りました。良かつたですね」と。
一、早朝杉山〔政吉〕栃木警察署長息國郎君来訪。
一、埼玉縣北飾郡櫻田村上川崎より木村、山治外四名の農家来訪。
移植麦道［導］入に関し田中〔武夫〕技師の指導を受く。
指導者として足利郡筑波村篤農家柴崎道一氏を派遺［遣］の事に決定。
縣境を越えて指導者の交換をなすことは今後の農山村指導の爲適切なる一方策と思はる。
安積個人として奬勵金一封を村に贈りたり。
渡辺訓導に連絡の筈。
一、午後河内郡古里村岡本なる傷痍軍人栃木療養所に慰問。
病院庶務課長怠慢の爲万般の措置に手遲れの介夛きを感ず。ラヂオの裝置の［未］だに取り附けられざる
が如きは入院者に対する事務當局の愛の不足を感じる。
期限つきにてラヂオの設置を命じたり。
療養	當局より今冬の炭配給に付き陳情を受けたり。
構内に炭燒き竃を築造すべき餘地大、原木も地形
豊富なるに抱［拘］はらず炭の自家生産をする態度見え
ず、この介も甚だ不滿自助自立の態度が根本的に希せらる。
一、宇都宮市教育課長小林友雄氏より贈られたる縣六石傳を讀む。
下野皇家列傳中一流の人物と推す（宮様）。
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十月九日（月）
一、早朝下都賀郡皆川村村長厚木藤吉郎氏官舍に来訪。干魃不作の爲、米供出量を割引かれたしとの陳情なり。
此の種の陳情は本年度、程度を異にすれど縣内各地に存する様認めらる。具体的措置は各町村の實情により
異なるべきも、町
、
村
、
長
、
の
、
村
、
民
、
に
、
対
、
す
、
る
、
考
、
へ
、
方
、
の
、
指
、
導
、
に
、
特
、
段
、
の
、
注
、
意
、
を
、
望
、
む
、
。假に當該村の昨年生産量一万俵、
供出割當量五千俵、農家保有五千俵なりしとせよ。本年の干魃の為、生産量七千俵に減じたる場合、村当局
の態度は農民の保有分五千俵は其の儘に確保し、供出分五千俵中より三千俵を減じて供出二千俵にて我慢し
て呉れといふにあるものゝ如し。然も、干魃による作付不能の部分には薯其の他代作物を栽培しあるにかゝ
はらず、その分は全部之を農民の取り分となさんとするものゝ如し。斯くては軍隊その他の消費者の必要を
如何にして賄ふ可や大東亜戦爭の完遂斯くの如くにして可能なりや。
予は皆川村長に対し、「知事と村長と相共に共苦労を為さん。然れども村民の思想指導に関しては此の上共、
善處をむ」と述べたり（宮様）。
一、宇都宮市内築瀨國民学校を視察（資料第七号）。
戰ふ國の児童の戦ふ姿の健気さに眼底熱し。
予は國民学校を視察する事々なるも毎回此の感を深うす。
我が眼よ
幾万なりとも
健気なるものに
眼底熱きを覚えよ
驚
、
く
、
も
、
の
、
は
、
幸
、
な
、
り
、
上級生徒の士魂鍛行の模様を見る。詩吟の堂に入りたるにも感服せり。全校児童の學校往復途中まで跣足
なるは徹底せり。
校長（長嶋秀寿氏）より依賴せらるゝ儘上級生に短話をなせり。
「私は皆さんの士魂成の姿を見て襟の緊まるのを覚えた。皆さんは私を指導する為に正座をしたのではな
いが、結果は正しく知事さんを指導した事になる。それが尊いことです」と前置して一同への土産として
「からだ」の詩を贈りたり。
からだ
語る人尊し
語るとも知らで
からだで語る人
更に尊し
導く人尊し
導くとも知らで
後姿で導く人
更に尊し
小林友雄氏の案内にて築瀨校よりの帰途、学校の近隣なる縣信彰氏の宅を訪門す。
この家は氏の祖父縣六石先生の思靜塾の跡なり。六石先生の耕作日記、其の他多數の手記を閲覽せり。確に
一流の人物なりしことを信ず。
慈光寺に六石先生の展墓を為し正午歸縣す。
栃木縣は一層縣六石の偉大を知るを要す。
一、商工経済会業務部長生沼君より草炭問題に就きての説明を聽取す。片岡村を始めとして縣内全埋蔵量一千五
百万噸に及ぶ。速急研究を要す。
一、久し振りに空晴れたれ共、穫き入れ時の上旬十日を晴に惠まれず、移植麥苗床設置の適期十日を遅延せるは
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中部地帶の為に残念なり。特に昨年の不良地帶下都賀の為に悲しむ。縣内一般に移植麥が晩播対策として國
策に取り入れられたる今日なるにもかゝはらず、移植苗床設置に極端に消極的なるは何とすべきや。
一説には、供出の過大を憂へ、麥作付面積を能ふ限り縮小せしめんとする農民心理の表れなり、とも云ひ、
一説には、移植麥に対する反感いまだ消滅せざり、とも云ふ。考へさすらるゝ事なり。
今朝會心の一文を讀み心慰められたり。曰く
「眞実は世に誤られ易いものだ。故に眞
、
実
、
に
、
生
、
き
、
る
、
人
、
に
、
は
、
民
、
衆
、
は
、
石
、
を
、
投
、
げ
、
る
、
。初に石
、
の
、
洗
、
禮
、
を受けた者でな
くては、終に民衆には入れられないものだ。民衆は偉大なる或一人を試みんとして先づ暴力を浴びせてみる。
而して眞実の人は終に其の暴力に依つて或大成を遂げるものだ。一應、民衆に誤解される人でなくては民衆
の守本尊とはされないものだ」
一、本日後藤隆之介氏はじめ来訪者夛數。
十月十日（火）
一、市長常会に拶挨
マ マ
。
一、羽仁吉一氏来訪自由学園那須農場労務動員につき依賴を受く。
一、國粹同盟總栽［裁］笹川良一氏一行来訪。
一癖ある人物と見受けたり。
一、厚生省より中井川〔浩〕政務次官一行労務問題にて来縣す。厚生省に対する根本意見を述べたり。
一、若干の戦果に就き大本営発表あり。久し振りに軍艦マーチを聞く。
十月十一日（水）
一、神職会館にて商工組合指導者成会講習会に講演す。産業部隊長十則を異なる角度より述べたり。
一、東部軍司令部にては本縣奬勵の鈴木式木炭ガス発生爐を全軍に採用方決定し、栃木縣に指導員派遺［遣］を
懇し来たる由、関東地方行政協議会より通達あり。欣快なり（宮様）。
一、午后石橋町農機具工場に赴き俵編み発明者髙崎久雄青年を激勵し現物を見る。来る二十日を期限として
二次設計を依賴せり。尚予の責任にて本人のめ先たる中島飛行機に対し、今月一杯本人に休暇を與へしむ
る事を約す。髙崎青年は髙輪工業夜間部を三年にて中途退学せる二十七才の青年也。見込みある青年と覚え
たり。
此の際技術を御國に投げ出せ。パテントで一等考へるな」と説きたり。但し国家は此の種の人物に大いに
報ゆるあるべし。
註、右機械百台分製作に要する木材三十石、鉄二百六十六貫。
一、夜盤水館にて農業会関係者會食。
渡辺志郎、矢部藤七両氏と農村に対する繊維製品末端配給機構に就き協議し内意を決定す。工藤〔九郎〕経
済二部長に即夜電話指令す。
一、隘路は即ち又進歩なり。
大樹
地上に伸びる
地下に伸びる
大樹の姿なり
十月十二日（木）
一、本日参事会及縣政協議会ありしも上京の偽［為］出席せず。
一、午前六時廿四分宇都宮発にて上京。
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江草四郎君岳父繁唯氏の佛前に礼拝したる後、江草邸にて四郎君と語り更に中食を共にす。商大教授米谷
〔隆三〕氏も来り会す。
一、農商省を訪問。片柳〔眞吉食糧管理局〕一部長、東畑〔四郎〕農政課長にふ。
一、午後二時より東京都廳に於いて関東地方行政協議会一部委員会開催せらる。
例月の如き夛数委員の慢然たる會合よりも精鋭の少数を良しとす。万事然り。
予は三個の意見を提出せり。
・（1）軍需大臣は軍需増産に関し地方長官の全責任を以つてする推進の根據をなすべき通帳［牒］の発令あり
たし。
・（2）農機具の進歩改良に関し農商省の態度甚なまぬるし。此の介戦術及び兵に関する軍需局及び軍需省の
態度に較ふべくも非ず。
軍は戦術及び新兵の創作に関し熱心を極め、食糧増産戦に於ける戦術は新栽培法なり。移植麦の如きもそ
の一なり。栃木縣が之が大きの動議をなして悪戦苦鬪を開始し作［昨］秋以来幾度か農政当局の視察来援を
求めたるにも抱［拘］はらず本年五月まで遂にその事なし。もし結果が良くあつたら國策として取り入れ様
との要
、
領
、
良
、
き
、
傍
、
觀
、
者
、
的
、
態
、
度
、
は農商省の御家風として情なし。
すべからく眞剣なる地方廳と一緒に泥塗れになるべきなりしなり。又食糧増産戦に於ける新兵は新しき農
具の着想工夫なり。
これ又本省は甚だ冷淡。地方長官会議に於いて唯の一でも農商大臣が本問題に関し訓辞を述べたることこ
れありしや。かくて農商省は増産の技術的根本問題に関しては冷淡無関心を極むる一方、供出及配給面の事
に関しては青筋を立てゝ神経質の限りを極む。愚劣と云ふべし。
今栃木縣に於いては末［未］完成ながら一日五十俵みの俵の発明あり。目下二次設計進行中なる
故本省一流の專門技師の来援をむ。
・（3）松根油に就いても関係労務者の米の特配やら公の引き上げなどは二段以下の問題なり。須く松根油生産
過	の技術的進歩に一段の苦心を積むべし（宮様）。
〔石井英之助〕農政局長より一米收穫髙予想集計の改訂に関し知事の了解を求むる話あり。
栃木縣はあくまで正直一本槍で行きたし。
一、小石川後樂園涵德蛎にて〔西尾寿造〕東京都長より招待あり。
一、夜は久我山に泊す。
十月十三日（金）
一、早朝久我山出發。七時半上野發宇都宮に歸る。三等の座席にて兒島
介傳を耽讀す。
一、午后二時敎育會館に於いて、東大敎授農学博士東畑精一氏の講演「食糧増産に於ける進歩」を聽く。論旨同
感。予も挨拶をなしたり（資料八号）。
終つて知事應接室にて懇談をなす。
一、夜一八百駒にて東畑博士を中心に會食す。
東畑博士に未見への出發を贈る。
一、台湾沖に於ける昨夜来の戰鬪の戰果發表あり。空母轟沈、其の他戰果拡大の模様、国民の表俄かに明るし。
皇軍もよく辛せり。國民もよく辛せり。日本は偉大なり。
十月十四日（土）
一、田中技師を伴ひ芳賀郡地方の移植麦苗床作付況を視察す。
芳賀郡役中村役場訪問。
作付況甚だ良からず。十日間の雨がいたく祟り居れり。
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一、正后西洋軒に於いて宇都宮農林専問［門］学校三浦〔乕六〕校長より東畑博士と共に招待を受く。
一、「栃木農法について」の予の挨拶要領（作［昨］日の講演会に於けるもの）を速記せしむ。本は下蟶新聞
に登載の予定。
一、台湾沖に於ける戦果更に擴充。
一、記念すべき手紙一通記。
十月十五日
一、足利に赴き中島飛行機株式会社小泉製作足利工場の開式に臨む。足利工業試験場が斯くも戰力的に転換
せるをぶ。
一、日本醫療團松壽園を視察す。
副院長に若干の注文を述ぶ。戰時は世の視野が軍需増産及食糧増産の面にし、病人の事は忘れられ勝ちな
り。直接の當局の責任は一層大なり。
一、戰果更に擴大発表。
沈破艦船三十隻を越え、敵五十八機動部隊の大半を潰滅せしむ。攻勢転移の楔［契］機此處に到る。
日本国民はこの天祐神助を空虚しくすべからず。
一、歡喜の手紙一通記録。
前
、
進
、
黙
、
然
、
心
、
音
、
十月十六日（月）
一、朝の体操後移植麦苗床緊	會議を開く。
岡本経済
一部長、小池農務課長、田中技師、與田〔一郎〕農事試験場長、早乙女農業会指導部長、移植麦
苗床予定面積の半数に達せず形勢樂觀を許さず、断然撃作戦を取る事とし予備苗床作成の新指令を出だす
事と決定せり。
部長会議を召集。同案可決。正后食糧増産推進本部主腦会議を召集（縣四部長の外、渡辺〔志郎〕縣会議長、
矢部農業会長、三浦高農校長を以つて組織）右案を正式決定、新聞発表をなすと共に午後直に推進班をして
郡別の実際行動に移さしむ。戰果を祈るや切。
移植麦が晩播対策として決定的心要。豊作なることは今や國策の決定するところなり。しかも本年は本縣の
如きは不順なる天候の爲、稲刈り遲れ從つて裏作麦の播種遲れる事的然にして晩播対策の実際的必要度極め
て濃厚なり。
縣の移植麦
二年次戰の意義を全々別箇とするも直ほかつ移植麦の勵行には毫末も指揮の□みを見する事あ
るべからず。
草炭打ち合せ合をなす（資料
九号及
十号参照）。
一、本日午後二時より明朝に亘り宇都宮地区軍官民聯合防衞演習開始せらる。
予は白銀〔義方〕師團長と共に査察す。
三十六部隊及四十部隊の演習に対する白銀師團長の髙評甚だ適切。行政問題に應用して参考となる事夛大な
り。
總じて軍隊指揮と行政指揮とは脈々相通ずる事夛し。觀じ来れば陸海軍大將が總理大臣として立派に務め得
べきは怪しむに足らず。又同時に文官としてヒツトラーが軍隊の最高指揮をなし得るも又あやしむに足らず。
蓋し兩者は共通なり（資料
十一号参照）。
一、松根油につき海軍省軍事局
二課海軍技術大尉瀬戸寿太郎氏及
一海軍燃料調査部員海軍技術大尉小場豊次
―38―
氏農商省技術者来訪。知事の協力を求めらる。
予曰く
「何ぞその来る事の遲かりしや」。
十月十七日（火）
一、宇都宮地區軍官民聯合防衛演習第二日なり。
午前五時十五分官舍出發。白銀師團長と同車にて中島飛行場に空艇［挺］部隊降下邀演習を見、次いで宇
都宮郵便局の轉移実施況を見る。
縣廳前にて警防團隣組等参加者一同に挨拶す。
「日
、
本
、
民
、
族
、
は
、
大
、
東
、
亜
、
戰
、
争
、
を
、
通
、
じ
、
て
、
大
、
國
、
民
、
の
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大
、
修
、
行
、
を
、
為
、
し
、
つ
、
ゝ
、
あ
、
り
、
」
、
と述ぶ。之予の実感なり。
一、知事室より各地方事務長を報電話に呼び出し移植麥苗床予備用設置の指令を發す。
巻脚絆、戰鬪帽にて町村を驅け椏るのみが陣頭指揮に非ず。
一、二荒神社及護國神社に大戰果感謝の祈念を込む。新聞によれば十二日夜来、台湾東方海面、及、マニラ海面
に於ける五日間の戰鬪にて敵兵二万六千人、敵機一千機を滅却せるものと推定せらる。
一、東畑東大教授よりよき手紙を受く。
移植麥に関し左の一節あり感銘を新にす。曰く
『麥の移植の問題に就ても色々と長官として御苦労が御座いましたと御同情申し上げます。一寸私の一つの
話を附記します。某
、
陸
、
軍
、
参
、
謀
、
と
、
小
、
生
、
の
、
会
、
話
、
の一場面です。
某 「どうも農業の増産が思ふやうにゆかぬ。棉の如き一大失敗だ」
小生「最初から失敗で結構ではないか。これは決して皮肉ではありません」
某 「失敗を結構とはひどいじやないか」
小生「農業上の殆どあらゆる改革がことごとく思ふやうに成功するとの前提がある限り、私の言ふことは暴
言ですが、しかし凡そあらゆる改
、
革
、
に
、
も
、
増
、
し
、
て
、
農
、
業
、
界
、
の
、
イ
、
ン
、
ノ
、
ベ
、
ー
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シ
、
ョ
、
ン
、
は
、
ま
、
づ
、
最
、
初
、
は
、
失
、
敗
、
が
、
通
、
例
、
だ
、
。
、
しかし自然の偶然として時には一年に好運に成功することがあつて、人は動もすると、もう確
実に成功の道が開かれたと早期に盲断して大々的にやつて、こんどは自然の偶然が働かないで大失敗
をして根本から崩れることがある。こ
、
の
、
意
、
味
、
に
、
於
、
て
、

、
一
、
年
、
に
、
少
、
失
、
敗
、
す
、
る
、
の
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は
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翌
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年
、
に
、
大
、
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、
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、
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に
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、
ろ
、
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、
だ
、
。
そ
、
れ
、
あ
、
る
、
が
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故
、
に
、
、人
、
は
、
研
、
究
、
を
、
し
、
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、
断
、
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、
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、
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る
、
の
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だ。抑
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々
、
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、
あ
、
る
、

、
界
、
に
、
於
、
て
、
始
、
め
、
て
、
成
、
功
、
が
、
あり、
両
、
者
、
は
、
同
、
一
、
地
、
盤
、
の
、
も
、
の
、
だ
、
。
、
失敗と成功とない界は、即ち舊い持越しのものを百年繰返してゐるに過
ぎない。現実的と云へばこれほど現実的なものはあるまい」
私はくはしき移植問題を知りませんが、抽象的に一寸話をきいて、嘗て比島に於て私のなした以上の問答を
想起いたします。』
十月十八日（水）
一、午前九時出發。田中技師及伊藤河内地方事務長を帶同し、本郷村、吉田村、上三川町、明治村の順序に河
内郡の麥移植苗床の視察をなす。
連雨の為、稲刈りを始め諸事遅延せるにもかゝはらず、晩播対策の意義徹底しをらず、予定割当の五割確保
すら困難の模様。明治村に対しては予の即戦即決にて移植麥を打切り、村当局の全責任にて適期直播を嚴行
せしむる事とせり。
悲
、
壯
、
な
、
る
、
心
、
地
、
に
、
て
、
正
、
午
、
す
、
ぎ
、
帰
、
縣
、
す
、
。
一、東畑氏の懇書に対し返事をしたゝむ。
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一
○
、或方面よりの歡の通信を身につけ、前神奈川縣知事近藤壤太郎氏を迎へ羽根警察部長、川井次席検事と共
に川治温泉柏屋に宿る。予の宿りたる部屋の名を八汐と稱す。十時頃近藤氏等と閑談し、せゝらぎの音を
きゝつゝ八汐に寢ぬ。眠
、
り
、
暫
、
く
、
な
、
ら
、
ず
、
。
、
眠
、
ら
、
れ
、
ぬ
、
事
、
も
、
又
、
天
、
下
、
の
、
至
、
楽
、
な
、
り
、
。
十月十九日（木）
一、午前七時川治温泉柏屋に疎開せる東京都芝區白金国民学校の児童四百五十名に短話を為す。
一、近藤氏等一行を後に残し、午前八時秘書課長と共に川治温泉柏屋を出發。法
、
悦
、
の
、
虫
、
一
、
杯
、
に
、
て
、
縣
、
廳
、
に
、
帰
、
る
、
。天
、
日
、
輝
、
き
、
て
、
見
、
ゆ
、
。
一、十一時正廳にて新穀受納式を行ふ。
米奉耕者 下都賀郡穗積村 小野寺利雄氏
粟奉耕者 仝 郡 赤津村 大橋 和雄氏
一、海野幸德先生来縣。本日より一週間、縣内軍人援護事業綜合指導の為なり。
海野先生を中心に午后二時より知事應接室にて縣廳内部関係者指導協議を催す。
縣の此の種の熱意を軍側にてびをる由。
一、文部省より稲田總務課長一行、学童疎開実施況視察の為来縣す。
一、農商省に対し、一米穀收穫予想髙は前申告の通りにて、再調したるも変更の余地なき為、電報及書面
にて答を發す。
一、一乃荘にて海野先生を中心に夕食。
海野敎授いたくばる。
（海蟶先生は丸井屋ホテルを宿舍とす）
十月二十日（金）
一、海蟶先生と同車して那須郡の麦視察、その他に一日を送る。
海野先生は軍人援護に関する總合的査察及改善体案樹立の爲に来縣を乞ひたるものなるも農村一般事情を
觀察し置く事は軍人援護の問題の背景的認識として意義あるを以つて日を変更し予の行に合流したるもの
なり。終日車中にて夛くの事を語り得たり。又聞き得たり。海蟶先生喜こばるゝこと甚し。
想えば深く長き先生との因	なり。
午前中熟田村、氏家町、野崎村、の順序にて視察。作［昨］夜の連絡不充分にて、町村側に迷惑をかけたる
模様なり。先方はむしろ自己の過失として誤［謝］り居りたれども縣廳側の過失なりし事明白なり。
縣廳は此の種の事態に遭遇して逆に相手を責むる事夛かりしには非らざるか。
那須地方事務
にて晝食。
午後金田村にて新しき農機具の應用試験の況を見る。
入営中の五井渕青年帰村し居り擧手の禮にて曰く
「長官がお出でになると聞きまして部隊長閣下にお暇を戴いて参りました」
「よく帰れたねえ」
「はい、部隊長閣下は私の處へ知事様からお手紙の来るのを見られて部隊長の方から私に帰つてよろしいと
申されたのであります」
予は軍隊の中に意外の人情味あるに驚喜せり。
最後に那須學園を訪ふ。
海蟶先生が池田園長と談話中予は園児五十名に庭にて問答式に談話せり。
「此の前太鼓打初式に知事さんが来た時に知事さんにつた者手を擧げて［」］（殆んど全員擧手）。
「あの太鼓に何と書いてあるか」
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一人を指名す。
「はい、未見の我です」
「あの時に知事さんの言つた言葉憶えてる者手を擧げろ」
最後列の人相の餘り良くない長大少年を指名す。
「はい、鍛は天與の玉手箱なり」
「さうだ、その前にもう一つ言つたらう。誰か憶えてる者」
五六名手を擧げる。最少年と見ゆる少年を指名すれば稍吃りながら
「自分の中には自分の知らない自分がある」
此の少年何の罪あつてか盗癖を有し或は不良少年の極印を捺さる。夛く父母殊に父の罪に起因すること夛き
と聞く。
前来園の当日職員の夫人に男子出生、予乞はるゝまゝに命名して、武節と付けたるが、武節君極めて健康
に成長してありと聞くは嬉し。
本日視察せる全町村に共通して移植麦苗床作付の成績は甚だ不良なり。予定面積の三分の一餘りに過ぎず。
止んぬるかな。来月晩播の時来らば縣南方面の予備苗をトラツクにより機動的に移動充当せぬか。
一、夕刻海野先生は相澤兵事厚生課長、梅津教學課長等と懇談。予は官舍にて島田〔宏子〕、野澤〔道子〕兩君
に八日以降の陣中日記を口授す。
十月二十一日（土）
一、大平経済保安課長を伴ひ、安蘇郡生に赴き軍需省鉄鉱局主催関東ドロマイト会社鉄道架設の為の現地會議
に出席す。本縣出身代議士松村〔光三〕政務次官、海軍少將、美奈川〔武保〕鉄鉱局長を始め、本省、並に
會側多數出席す。
鉄道架設を主とする鐵鑛局側の意見と、取敢へず索動［道］によるべしとする栃木縣廳側の意向ありしだけ
に空氣必ずしもぴったりせざりしも予は徹頭徹尾大乗的立場に立ちたり。
「縣は国家と共に同時多正面作戰に從事しつゝあり。故に個々の戰鬪を効率的ならしむると共に全体綜合戦
果を最大ならしむるが如く、各位と共に一切のこだはりを捨てゝ協力致したし。相手は敵米英なり」
予は斯く述べたり。
一、生役場にて晝食の際、出井盛之氏に會ふ。生町の出身なりと。
一、午後歸廳。
一、夕刻一乃莊にて海野先生、石渡地方課長、坂上視学官を招き、會食。四方山の話をなす。
海野先生は社會學の立場より頻りに安積性格論を上下せらる。栃木縣陣中に於る清談の數刻は楽しかりき。
十月二十二日（日）
一、早朝官舍に岡本経済一部長来訪。
「十九日に蒔いたこの麦を見て下さい。長官十九日でも遲くはありませんよ。この発根の良さはどうです」
成見事なり。良き幕僚よ。直にこの麦を神棚に捧げ燈明を介ず。
一、十時平本〔義隆〕内政部長夫妻、日婦渡辺事務局長を官舍に招致、予より婦人会の自発的運動として感謝力
米贈	運動をなしては如何と提唱す。これ昨日松村代議士より聞きたる愛媛縣の□にヒントを得たるもの。
美果を期待す。
一、十一時軍需省航空兵
總局官長陸軍少佐長島四郎氏来訪、快談す。
一、午後小詩集防人の創案推敲に專心す。
一、夕刻五時御本丸に於ける招魂式に列席す。本年は遺族上京の事取り止めとなる。
國神社よりの報送極めて良く遺族と共に聞きつゝ共に涙す。
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一、レイテ湾に於ける戰果の発表あり。
十月二十三日（月）
一、工場入りの各中等学校教諭に辭令を交付し挨拶す。曰く「教育者は化石し居れりと言ふものをして言はしめ
よ。化石に非ざる證據を各位自ら工場の実戰場に於て示されたし」。
一、薪炭問題にて東京都民政局長櫻井安右衛門氏来縣。第一會議室に於て関係者一同協議す。
一昨年の今頃予は東京府経済部長として同様の使命を以て本縣を訪れたり。當時の知事は桜井氏なり。彼我
所を異にすとはこの事なり。
夜一八百駒にて東京都よりの招待あり。終つて一乃荘にて桜井氏一行を招待す。
一、詩集 防人 編輯を了す。
一、小磯〔國昭〕總理の名による官吏訓発令せらる。
内容むしろ凡調。この種の訓令最近多きに過ぎたり。されど官界の空氣は今少しく清烈且熱烈なるべし。
十月二十四日（火）
一、中島飛行機宇都宮製作所にて軍需増産推進隊の現地會議を行ふ。
栗原〔甚吾〕長以下會関係全員、関 中佐（監督官）以下軍関係會員出席會場たる中島飛行機一厨房
は例により現地會議獨特の雰圍氣充滿せるを感ず。殊に今は五日間の査察に於て関中佐以下の軍監督官が
実質的に査察に加はりしだけに軍、官の緊密協調の度合烈なること一特色となりしを覚ゆ。二十一棟、
十一月五日、二十三棟 十一月三十日、其の他諸棟 十二月三十一日 期限付	貫工事。完成は実
現可能なる事、確信せらる。
「	
、
貫
、
に
、
懸
、
け
、
る
、
	
、
貫
、
に
、
懸
、
け
、
る
、
」
、
と
、
い
、
ふ
、
新
、
造
、
語
、
が
、
栃
、
木
、
縣
、
に
、
生
、
れ
、
た
、
る
、
事
、
欣
、
快
、
な
、
り
、
。予は例により約三十分の挨
拶をなせり。
一、一會議室にて、軍人援護に関する婦人懇談會、海野先生中心に開催せらる。
○ 予は途中よりの飛び入りにて一言挨拶せり。
「予は軍人援護のみならず、又社會事業のみならず廣く全般の銃後活動につき女性の協力一体的活動に期待
する事大なり。予は女性の健鬪を祈ると共に女性の幸福を祈る。予
、
の
、
母
、
と
、
同
、
性
、
な
、
る
、
も
、
の
、
は
、
女
、
性
、
な
、
り
、
」
、
一
○
、唐澤山神社明日の例祭に出席の為、午后四時過ぎ縣廳出発。日暮れて唐澤山神社社務所に到着。潔斉［斎］
をなし三宅宮司と精進料理の夕食を共にしつゝ語る。
社
、
庭
、
に
、
出
、
づ
、
。
、
朧
、
の
、
月
、
美
、
は
、
し
、
。今
、
宵
、
は
、
特
、
種
、
の
、
波
、
長
、
、全
、
宇
、
宙
、
を
、


、
む
、
か
、
。
、
神
、
秘
、
に
、
醉
、
ふ
、
。
十月二十五日（水）
一、黎明の唐澤山の風光又格別なり。御来
、
光
、
を
、
拜
、
す
、
。関
、
八
、
州
、
を
、
俯
、
瞰
、
し
、
て
、
悠
、
々
、
昇
、
天
、
す
、
る
、
御
、
来
、
光
、
の
、
雄
、
大
、
、正
、
に
、
肇
、
國
、
の
、
朝
、
と
、
題
、
す
、
べ
、
き
、
か
、
。再び潔斉［斎］。朝食の後、唐澤山神社例祭（別格官幣社、祭神藤原秀郷）に幣帛供進
使として参向す。
例祭終了後國民学校學徒の衷安の舞あり。
神楽殿の前にて疎開学童の慰安激勵會あり、
宮司より乞はるゝ儘に數分の激勵の辞を述べたり。
一、午后三時縣廳帰着。
一會議室にて海野先生中心に軍人援護懇談會ありしも時間の都合にて出席せることを得ず。
海野先生歸京。感謝なり。
一、臨時参事会あり。空気よし。
夜
、

、
一
、
八
、
百
、
駒
、
に
、
て
、
参
、
事
、
会
、
員
、
よ
、
り
、
の
、
招
、
待
、
あ
、
り
、
。一同それぞれの「もの」の持ち寄りにて豪華版なり。
―42―
岡本経済一部長曰く、「七十万圓の予算案を通してもらつて其の上此の御馳走とは勿体な過ぎますなあ」
と。
一、本日午后日光に御滯在中の 皇太子殿下及義宮殿下 には学習院同級生と共に日光に近きにて稲刈の況
を御台覽遊ばさる。
岡本経済一部長御説明を申上げたる光栄に感激す。
十月二十六日（木）
一、日光に赴き 皇太子殿下及義宮殿下 昨日御成の御礼を言上す。
歸途日光高女に立寄り澁佐校長と會ひ、過日の生徒の研究発表の作品を一覽す。
一、本日知事予算査定開始。
内政部関係を大体終了しつゝ夜に入る。
一、戦果発表。
レイテ湾頭に決勝の凱歌上る。
十月二十七日（金）
一、東京鮎川義介氏より長距離電話。
発明栃木の件に関し中央が斯くも認識を髙め来たれるは嬉し。日本の生くる道は進歩にあり。最短期間最大
進歩にあり。進歩無きに忠義なし。
一、知事予算査定續行。夜の九時に至り若干の件案を明日に残して全部終了せり。昨年に比し青筋立てる程の事
もなく和やかなる空気の内に急をきたる戰時型予算案を組み得たる事を感謝す。五大重介施策、三大作
興運動が根本目標として最も時局に即應せるとの自信を々めたり。
十月二十八日（土）
一、夜
、
来
、
の
、
雨
、
晴
、
れ
、
た
、
り
、
。東
、
天
、
白
、
雲
、
に
、
輝
、
や
、
き
、
て
、
美
、
し
、
。散
、
歩
、
に
、
出
、
づ
、
。何
、
故
、
か
、
想
、
ひ
、
は
、
し
、
き
、
り
、
に
、
少
、
年
、
の
、
日
、
に
、
逆
、
登
、
り
、
た
、
り
、
。
蒲生神社に詣ず。蒲生君平は氣に富みたりき。	朝山陵の荒廃せるを
きて天下を遊	して山陵志を現し
朝廷及幕府に献じたりき。
辺防を論じては幕府の忌諱に觸るゝことも恐れざりき。彼江戸に歿せる時年四十六才なりき。官舍に帰り彼
の傳記を繙きて歿
、
年
、
四
、
十
、
六
、
才
、
と
、
知
、
り
、
自
、
ら
、
を
、
叱
、
咤
、
す
、
。汝蒲生君平に恥じざるや。
一、正后一八百駒にて三重縣保険課長に轉じたる水谷君を送別す。
一、知事査定の予算審議を午前中結了す。五大重介施策、三大作興運動を中心に戰時型予算案を組みたり。予算
審議中午前十時〔山崎巌〕内務次官より警察電話にて至上京せられたしとの話なり。「来たか」と直覚す。
午後二時半宇都宮発。上蟶駅に着くや直に川西実三氏宅を訪ふ。
在ず。更に氏の訪問先なる貴族員［院］書記官長官舍に赴き川西氏と面会し内務次官より交渉あるべき二、
三、の場合を想定し予の心境を披	し先輩の批判を求む。
七時山崎内務次官と次官々舍にて面会す。いとも言ひ憎くげに次官の語るところを要譯［約］すれば左の如
し。
「今の度び内閣に戰局の様相等に照し綜合計畫局なる獨特の總理大臣補佐機関新設せらるゝ事となり。右官
制は一昨日樞密院を通過したり。長官は元拓務次官植場鉄藏氏に内定の由。内務、大藏、軍需、三省より俊
秀なる代表人物を迎え入るゝ事となり。
内閣は内務畑に関して安積栃木縣知事を指名懇し来れり。貴君の麦を中心とする責任感及從来の経過的事
情については良く承知し居れり。又去る九月翼賛会より貴君を懇し来れる時の貴君の見解も詳細承知し居
れり。ことに十二月末まで轉任辞退の客觀的事情も承知し居れり。
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然れども今
、
度
、
と
、
云
、
ふ
、
今
、
度
、
は内閣に対する内務省の義理としても折角最適人［任］者として貴君に白羽の矢を
立て来る事なれば絶対に受諾願ひ度し」と。
予は今にして本縣の八月以後ことに九月、十月の移植麦を中心とする意想外に困なる新情勢を内務省に報
告し居らざりし事を悔ひたり。予は山崎次官に対し（1）農民全体に渡り麦（移植麦のみならず全般を含む）
作付面積を最少［小］限度にならしめんとする態度濃厚なること、（2）移植麦苗床作付設置についても消極
的態度意外に顯にして予定面積六千町歩の五割に滿たざりし事。知
、
事
、
の
、
責
、
任
、
に
、
於
、
い
、
て
、
十月中旬青年學校農
學校及中等学校長に対し移植苗床一反歩乃至三反歩の作付を一
、
勢
、
追
、
撃
、
命
、
令
、
をなし目下その経過中なること
（此れは配布用予備苗なり）。
かゝる情勢になるに加へて今秋は降雨のため稲刈りその他全般に亘り作業遲延し居れり。
從つて晩播対策の必要必然なるにも抱はらず予が中途退陣をなすときは、十一月末の移植時期前後の事も危
ぶまれる。此の際麦責任を完遂するは安積にしてよくし得る責任にて餘人を持［以］つて替ふべからず。こ
れに比して綜合計畫局の部長の仕事の如きは如何に内務畑に人なしと假定せるも直ほかつこれをなし得べき
新秀夛数にして申さば餘人をして替へ得る仕事なり。果してしからば如何に内閣より指名ありたりとは申せ
内務省が此れに対し受諾の答をなさるゝは諒解に苦しむ」予はこの旨を山崎氏に力説したり。互
、
に
、
固
、
持
、
し
、
て
、
讓
、
ら
、
ず
、
。予は
「小生は受諾とか反対とかこだはる意味に非ずしてそも  この九月以来の新情勢を考慮に入れたる上次官
及大臣の御再考を促したきなり。然る上にて直ほかつ受諾然るべしと最髙部が判断せらるゝならば予は又何
をか曰んや」
予は最後の答を留保して更に大達〔茂雄〕内務大臣と私邸にて面会す。
大達氏の説くところも山崎次官と大同小異なりき。大達氏曰く
「貴君が不適任ならば問題はかへつて簡單なり。内務省は内閣に対し君を推選することを謝絶するまでの事
なり。然るに不
、
幸
、
に
、
し
、
て
、
君が適任なる以上はこれに讃意を表せざるを得ず麦問題が責任の途中なるは諒とす
るもそれ以上の責任が君の雙肩に懸りたる時小責任をてゝ大責任に就くは当然の事なり」と。
止んぬるかな予は此の時「行かう」と心中決意したり。
雜談に入りたる時大達氏曰く
「君が白羽の矢をことはるのは之で三
、
度
、
目
、
だ
、
か
、
ら
、
ねえ。理窟拔きにもう断れないよ」と。
断るとは誰れの事か本来ならば安積に傳達するを待たずして内務省が自ら内閣に断るべきはず。然るに内務
省が豫め受諾して置きて話を安積に傳達して「三度目」などゝはこれ果して地方長官の親とも云ふべき内務
省の態度なりや。あゝ又何をか云はんや、予は内務大臣に対し受諾を明言したる後私邸を辞す。
月中天に冱えたり。予は車を囘して宮城前に出で二重橋畔に進みて月明のもと深く頭を垂れたり。麦責任
の中途にて去らざるべからざるをしみて陛下にお詫び申し上げ更に近く上命下るの日、捨身以つて新責務
に邁進し奉らん事をお誓ひ申し上げたり。日本男児の	散々として面上を傳り止どまるを忘れたり。
寸時江草君に面会し渡辺に泊る。叔父上寧ろ喜ばる。
一、心の友と胸中に相語る。運命は斯の如きか。栃木縣一年四ヶ月を囘想し萬感交至りて眠りをなさず。
十月二十九日（日）
一、決
、
心
、
は
、
き
、
ま
、
り
、
た
、
り
、
。よ
、
り
、
大
、
い
、
な
、
る
、
責
、
任
、
の
、
前
、
に
、
襟
、
を
、
正
、
し
、
て
、
日
、
本
、
男
、
児
、
の
、
行
、
動
、
を
、
取
、
ら
、
む
、
と
、
心
、
き
、
ま
、
り
、
た
、
り
、
。
さ
、
は
、
あ
、
れ
、
栃
、
木
、
縣
、
を
、
去
、
る
、
は
、
寂
、
寥
、
万
、
斛
、
、あ
、
ゝ
、
何
、
人
、
か
、
こ
、
の
、
心
、
を
、
知
、
ら
、
ん
、
。心
、
に
、
泣
、
き
、
つ
、
ゝ
、
東
、
都
、
を
、
後
、
に
、
上
、
野
、
よ
、
り
、
宇
、
都
、
宮
、


、
の
、
車
、
窓
、
に
、
瞑
、
想
、
す
、
。午前十一時十三分宇都宮着。
一、十一時半 知事官舍に各部長を召集し綜合計畫局入りの件につき話す。一同暗然たり。
一、正午 島恒氏（國民連唱指導者）、鈴木賢二氏を大谷盤水館に招く。
午后二時より女子至誠團幹部約二十人を知事官舍に招き拙詩創案「防人」を輪讀す。島氏の朗讀指導を交
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へつゝ予より防人五十［］のそれ  に就き思ふ儘の感想を述べたり。
一、夜一乃莊にて平本内政部長、木村庶務課長等を招き、予算案作定の労を犒ふ。
十月三十日（月）
一、雨なり。
一、妻、敬子、発也を伴ひ埼玉縣西町室に赴き、若山叔母を見舞ふ。
叔母の喜びに心慰められて夕刻六時帰着。
一、一八百駒に三浦高農校長、中山教授を招待し日本農業を語る。
十月三十一日（火）
一、栃木縣一年四ヶ月 四百八十九日の最終日なり。下野の歴史と、下野の精神と、下野の人物と、下野の山野
とを香一杯に万身に浴びつゝ此の十六ヶ月は過ぎたり。わが内に二つの極端在住し生長す。この両極端は栃
木縣の家族的空氣の中にありてよくその所を得、破端を示さゞるのみかは。人に仕へ國に俸ぐる事に於て文
字通り有
。
難
。
き
。
礎石となりたり。最終日の時の関所に立ちて感無量、特に恩
、
寵
、
感
、
の
、
無
、
量
、
なるを覚ゆ。
朝の体操、廳員大家族の律動を背後に感じつゝ一期一會の心にて行ふ。この朝の体操は栃木縣廳御家風樹立
の一要素を成すものにして、課長の一人は予に向ひて知事様が去られてからも假令一人になつても朝の体操
だけは務めます、と語れり。
一、工藤経済二部長より復命あり。曰く、「白金收の成績は栃木縣が全國一位の成績を收めたるに鑑み軍
需省の依賴にて同盟通信社より之を全國に紹介すべく栃木縣の方法一切を照會し来れり」と。欣快なり。
栃木縣の白金供出の戦果は單に其の六貫目といふ數字のみに非ずしてかゝる短期間に割當の倍量を供出する
に至りたる供
・
出
・
振
・
り
・
そのものに存す。

、
を
、
擧
、
げ
、
て
、
物
、
量
、
万
、
能
、
主
、
義
、
に
、
惰
、
す
、
る
、
時
、
、汝
、
は
、
常
、
に
、
物
、
量
、
を
、
超
、
え
、
て
、
物
、
量
、
以
、
上
、
の
、
高
、
度
、
に
、
視
、
野
、
を
、
据
、
え
、
よ
、
。富士は雲表の
外に頂上を有す。
一、今朝の新聞によれば栃木縣木材の供出割當の百二十パーセントを	破しこれ又日本一の成績なりと。
栃木縣最近の機動力は全てが此の調子にて愉快禁せず。
一、内務省高橋〔
雄〕人事課長より警察電話にて「明朝八時半總理大臣官邸に参集。官記を受けられたし」と
傳へられたり。取り敢へず中央に対しては明日正式赴任をなす事とせり。（栃木縣正式出發は十一月六日と
決定す）
一、予の内閣綜合計画局入りの件、昨夜新聞社其の他に内報ありし由にて新聞記團始め挨拶の来客、朝来頗る
多し。
来訪の岡田朝日支局長曰く「先日郡部の農村に行きたるに百姓青年が必勝逆算公式と云ふ言葉を覚えてゐて
私にその実行方法を語りくれたり。」と。自ら微笑を催す。
最終日にあたり所謂栃木縣安積用語辭典の独創語若干を摘記せむか。
曰く 進戰、 曰く 具体的戦果、 曰く 同一波長、
曰く 同一目標、 曰く 同時前進、 曰く 二分ノ一防人精神
曰く 同時多正面作戰、 曰く 栃木縣大家族、
曰く 縣廳御家風、 曰く 波長統一、 曰く 人柱、
曰く 産業部隊長、 曰く 	貫工事、
曰く 期限付、 曰く と心中、 曰く 必勝逆算公式
一、官舍にて午。
二時半まで島田、野澤両君の手傳ひにて整理ものをなす。
一、午后記團に対し轉任の挨拶談話を発表す。談話中ふと二三の美しく忘れ難き光景を想起し危く流涕せんと
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し記者の手前を恐れ辛じて之を抑止するに最大の努力をなす。
一、夜一ノ莊にて師團側を招待す。
之は今の轉任とは無関係に予約せられ居りたるものにて自ら知事としての最終日の會合となりたるも奇
なり。
古閑〔健〕師團長（納部隊長）、伴参謀長、寺尾参謀長、多田憲兵隊長、藤岡大佐（宇都宮聯隊區司令官）
等、来會。
縣側、安積知事、平本内政部長、羽根〔盛一〕警察部長、岡本経済一部長、工藤経済二部長、席に列な
る。閑談盡きず。
十時近く官舍に帰る。
一、床
、
に
、
臥
、
し
、
て
、
昨
、
夏
、
以
、
来
、
の
、
十
、
六
、
ヶ
、
月
、
走
、
馬
、
燈
、
の
、
如
、
く
、
眼
、
底
、
に
、
去
、
来
、
。萬
、
感
、
胸
、
に
、

、
れ
、
て
、
眠
、
る
、
。
感
、
謝
、
合
、
掌
、
。
〔一ページ空白〕
補遺
十一月一日（水）
一、「天下の大患は其の大患たる以を知らざるに在り、苟くも其の大患たる以を知らば寧ぞ之が 計
はかりごと
をなさゞ
るを得ん」
吉田松蔭
一、「溝壑をさへ忘れざれば生を囹圄に終るとて少しも頓着はあるまじ。却て本望とするなり。此の志ひとた
び立ちて人に求むることなくに願ふことなく、昂然として天地古今を一視すべし。豈愉快ならずや」
吉田松蔭
一、新天地のスタートの日なり。十月二十九日の夜名月の下
陛下 に御誓ひ申上げたる決意を忘れず。
一、午前四時五十五分宇都宮驛發、上京。
駕籠町渡邊に赴き叔父と朝食を共にす。
八時半首相官邸にて田中〔武雄〕内閣書記官長に面會す。
「おめで度う。そして御苦労様です」これが田中氏の挨拶なり。三浦〔一雄〕法制局長官とも面會。今内
閣より安積栃木縣知事に白羽の矢を立てたる樂屋の張本人はこの人と聽くだけにその対面の表情にも何か特
殊のものを感取す。田中書記官長より綜合計畫局長官植場鉄三氏に紹介せらる。一見してその誠実の士なる
を直覺す。この人ならば大夫といふ心地す。
會場の間に於て小磯總理大臣より「任 綜合計画局部長 敍高等官二等」の官記並に「綜合計畫局二部長
ヲ命ス」の辞令（内閣達）を受く。
小磯總理大臣より約二十分に亘り挨拶あり。曰く、
「國力推進の中心は官僚なり。官僚をしてその任を完うせしむる中心力は内閣なり。内閣總理大臣の國力戦
力推進に於る責の絶大なるに比し小磯は一介の武辯に過ぎず。今各位を煩はす事に相成り、綜合計画局は
内閣に属するものに非ず。直接總理大臣に屬し、小磯の直接補佐進言機関として國政運営の一切に関し積極
消極両面に亘り、最高戰力發揮の為に機動的に活動すべき使命を有す。
小磯は怒る事は嫌いにて、怒鳴るといふが如きは無し。各位の意見は予の面を	しても開陳せられん事を

む。さりながら一度決定したる結論に就きては一切の私見を別とし、その結論実現に向つて全精力を傾倒せ
られたし。
綜合計畫局はかつての企画院が組織厖大に失し、又他省との対立関係に於て、却つて行政戦果の減殺を来た
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したるが如き覆轍に鑑み、少
、
數
、
精
、
鋭
、
の
、
組
、
織
、
体
、
とし、最高戦争指導會議との連絡を緊密にし、内閣顧問制を活
用し、各省の調整統一を図り、広く民意に聽かんとす。小磯は木炭車と云はれスローモーションとも云はれ
様とも愼重に失して時期を失ふが如きは最も避くべきとす。同時に徒に焦慮に走
、
り
、
て
、
輕
、
卒
、
に
、
惰
、
す
、
が
、
如
、
き
、
事
、
あ
、
る
、
べ
、
か
、
ら
、
ず。この辺各位の善處健鬪を祈る
一、次で田中書記官長室にて植場長官、松田〔令輔〕一部長、安積二部長、菅波〔稱事〕三部長、江口
〔親憲〕勅任参事官、法華津〔孝太〕参事官、高橋〔進太郎〕書記官に対し左の談話あり。
「今綜合計畫局の生れたるはよく  切迫必須なる事情ありたればなり①閣議及次官会議は重要政策の周
到なる審議不可能なる事。②各省とも各省の立場で抗爭すること多く結局内閣で取捌かねばなな
マ マ
らぬ事夛し。
その際總理及び書記官長は激忙にして適當なる裁定の余裕に乏し。③閣議に提出する各省案には杜のもの
あり。然も問題の核心を深刻にいて形骸を打開するに非ずんば寸秒を爭ふ戦局の要に應へ得ず。之内閣
が今の組織を生むに至りたる眞情なり。
運営上に就き注意すべきこと①從前の内閣参事官制にありては局内の事が外部に筒頼けとなり官紀上遺憾の
介ありき。局の毅然たる独立性を確取せよ。②局の誕正［生］により四長官制となりたるも之が為に内閣書
記官長が浮くが如き事絶対に無し。各
、
位
、
は
、
常
、
に
、
如
、
何
、
に
、
せ
、
ば
、
總
、
理
、
を
、
完
、
全
、
な
、
る
、
も
、
の
、
た
、
ら
、
し
、
む
、
べ
、
き
、
か
、
を
、
念
、
頭
、
に
、
置
、
け
、
、
と。③小磯總理は私心無し。正しくないといふ様な印象は一度も受けた事なし。純にして小生の如き側近し
つゝ	々崇敬の念を増すのみ。總理の扱ひ方に就き打ち割つて申上ぐれば總理は頑張る人也。なか  固執
する人也。故に各位の信ずる處は何でも面を犯してでも開陳すべし。總理は一晩寢ると思ひ直してさらり
と結論を変更する事あり。總理は寢てから深く反省する人なり。氣にくはぬ事を申すといやあな顔はするが
怒鳴りつけたりはせず。
次で長官を中心とし今後の段取り等に就き會談し居るへ如空
、
襲
、
警
、
報
、
あり。一同内閣の防空壕に入る。B
二十九偵察の為来襲せるもの。一彈も投擲せざりし由。やがて警報解除。
一、内務省に赴き山崎次官、及高橋人事課長に挨拶す。人事課長室に於て後任栃木縣知事相馬敏夫氏に事務引継
ぎをなす。①人事の件、②縣會関係の件、③軍隊関係の件、④政策の件（五大重介施策、三大作興運動［）］、
⑤特に発明栃木建設の件、⑥特に移植麥の件、⑦特に下野
皇文化振興の件。
一、午后、局の人事、分掌事項等に就き協議續行。書記官長官舍にて夕食を共にし、午后八時散会。局の室割の
事について論議に花咲く。法制局との関係など形式的公平論多くや
、
ゝ
、
こ
、
し
、
き
、
事なり。
一、渡邊に泊す。
一、午后九時再び警戒警報。
十一月二日（木）
一、内閣にて植場長官と少時会談したる後、髙松宮邸、賀陽宮邸に伺候。轉任御礼の記帳をなす。折よく御在邸
なりし賀陽宮殿下には特に拜を賜り種々御激勵の御言葉を頂戴せり。
尚毎月一特別の御進講、相務むる様御下命戴き感激す。
一、植場長官及松田第一部長、菅波第三部長と共に宮中並大宮御伺候。記帳をなす。
一、法花津参事官始め各参事官より從前の制度の基に於ける各参事官分擔事項の説明を聽取す。
内閣の峠には又内閣らしき独特の景色ある事を想起し一脈清新なる期待感を憶ゆると共に過去十六ヶ月の如
き活発地の機動的戦果の到底期待すべくも非ざるらしきところに今の椅子の運命を思ふ。
一、昨日の官記終了にて内閣に対しては正式赴任を了したる事になりたるも栃木縣廳に対しては今だ挨拶し居ら
ず。こゝ数日は新紀綱［機構］誕生直後の措置夛く予の継續在京を必要とする事情もあれど栃木縣の取り纏
めをなす事も不得止ざる次第にて植場長官の了解を得、午後一時上野発にて帰縣す。
午後四時縣廳員一同を議事堂に會し轉任の挨拶をなす。
懷
、
し
、
き
、
人
、
々
、
よ
、
、予
、
は
、
御
、
身
、
ら
、
を
、
忘
、
れ
、
じ
、
。御
、
身
、
等
、
も
、
又
、
安
、
積
、
を
、
記
、
憶
、
せ
、
よ
、
。想えば予が栃木縣知事を拝命したるは予
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の一生にとりて一の大
、
い
、
な
、
る
、
事
、
件
、
な
、
り
、
き
、
。平本内政部長の心に沁みる答辞ありたり。予は庁員一人々々との
握手に替へて平本内政部長と握手を交す。
一同拍手をもつて此れに和す。
十一月三日（金）
一、来訪多數。
一、早朝官舍にて島田、蟶澤、両君に陣中日記口授す。
一、午前十時知事室にて記念撮影をなす。
一は四部長及渡邊縣會議長と共に、一は官房秘書課全員と共に、何れも忘れ難き人々なり。
一、足利市森田機械製作長森田文彌君の表彰式を知事室にて行ふ。
森田君に対する發明栃木知事賞は當初の予定にては十二月初旬の發明栃木調週間中に行ひ度き手筈なりし
も特に予より手渡しするを表彰の性質上適當となすべしとの内政部の意見に從ひ急遽本日取行ふ事とせり。
賞品は過日予の筆をとりて大書したる産業部隊長十則を橫額に裝幀したるものを主賞とし之に金一封を添へ
たり。横額の裏に更に筆をとりて當意速妙に大要左の如き文を書きたり。
「白金供出運動の為に足利に赴き計らずも白金人間森田文彌君を発見す。森田君自重せよ。君の如き人間は
白金よりも貴重なり。皇國は白金人間に期待す」
栃木縣は我れに多くのよき人を惠みたり。人を知ること、人を魂にて知る事、そのよき人々を結び付くるこ
と、その結びの綱の目を日本大、世界大に廣むること、之は此のの美化にして又人のの楽しみなり。森
田君の如きはそのよき人の大切なる一人と謂ふべし。
一、三内親王殿下 御機嫌奉伺の為、自動車にて塩原に赴く。
秘書課長の他、坂本、島田、蟶澤、片島、神山の六君を伴ひて入江侍従の「内親王様には安積知事をよく記
憶せられ、過日明賀屋（学習院疎開先）に於る御話等も覚えて居られ特に拜を賜る思召でございます」と
の傳達に恐懼して 三内親王殿下 に拜す。
孝宮和子内親王殿下（御十六才）
順宮厚子内親王殿下（御十四才）
清宮貴子内親王殿下（御 六才）
には明治節のこととて御ひの和服を召され、紫の袴に緋の衣、御背御袖に柏様の大型の縫取り模様を配し
たり。
「栃木縣知事安積は此の度東京の内閣に綜合計画局と申す日本で初めての新しい御役が出来ましてその方
に轉任を命ぜられました。
内親王様の御勉強遊ばされる栃木縣の御膝元を離れますことは誠に御名残り惜しく存じます。私の後へは相
馬と申す新しい知事が参りまして御守り申上げます。どうか 内親王様 には何時も御機嫌よく御元氣に御
勉遊ばされます様御祈り申上げます」
と申上ぐれば 三殿下 とも一句毎に御頷き遊ばされ御笑にて、御答礼を賜りたり。
一、松屋にて一同と共に夕食。室内遊戯等にて團欒歸途の成田運轉手、運轉の大型自動車も七人を満載してイエ
ス、ノー等に興じ楽しく賑やかなることなりき。
一、七時過ぎ宇都宮歸着。
大谷一ノ莊にて有資格事務官諸君（小池農務課長、近藤人事課長、梅津敎学課長、大野特高課長）より送別
せらる。
十一月四日（土）
一、早朝田澤〔義鋪〕先生への二日便りを認む（百五十	）。
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一、午前八時より市役商工経済会を始め三十四ヶに轉任の挨拶椏りをなす。
一、正后師團司令部にて白銀、古閑、両師團長、近藤飛行師團長、伴、寺尾、参謀長、夛田憲兵隊長より送別を
受く。
一、午後日光御用邸に伺候。
皇太子殿下より賜物を拝受す。皇太子殿下には御風氣にて御引籠り中なる爲元来ならば拝謁御許しあるべき
次なるも本日はお取り止めの旨石川傅育官よりお挨拶戴く。
義宮正仁親王殿下（御十才）より拝謁を賜る。傅育官桑折海軍中將にも轉任の挨拶をなす。
一、御用邸よりの帰途轉任挨拶の爲、日光精銅所に立寄る。これにて精銅訪問は十九目なり。長岸蟶
〔佐吉〕博士の依賴により、工員全員に挨拶す。男女一万餘人、池の椏りに参集。皆一種の和色を湛えて予
を見つむ。予は
1、平均を上げる人間になれ
2、氣合で勝て
の二介を工員諸君への餞別として述べ、情感を込めて二十分程語りたり。夛感なるもの泣きて予に答えたり。
労動者とは昔の事なり。
今日は工場に働く者は謂昔の労動者に非ず。國民なり。実に國民そのものなり。彼等の空氣を高め平均を
上げ技術と生活力と共に  向上せしむるはち國民水準の引き上げなり。予は職を東京に轉じて斯の如き
盛んなる一戦の魂と交通遮断せらるゝ運命を悲しむ。何に依つてこの魂の交通遮断を防ぐべきや。新しき
詩集を贈り度き衝動に駆らる。
一、金谷ホテルにて日光町長、日光三社寺、主腦部、日光署長と待ち受けあり。重なる記念品を受けたり。
一、一八百駒にて新聞記者二十数名と會食。
十一月五日（日）
一、早朝より島田、野澤、片島、坂本、其の他の諸君の手傳ひをうけ書斎の荷造り等す。途中警戒警報出づ。
一、午后一時清原農學寮に篤農家木下泰一（西那須野）、柴崎道一（筑波村）、荒川政次（壬生町）、相良政一
（皆川村）、石川喜知（西方村）、角田菊次郞（絹島村）の諸君を會同し、岡本（経済一部長）、小池（農務
課長）、田中（農務課技師）、木村（清原農学寮長代理）の諸君を加へ晝食を共にしつゝ閑談す。
この人々は眞によき内助者なりき。我れ麥戰爭の関頭に立ちて情冷熱の間に悪戰苦鬪しつゝある時、徹頭
徹尾予と苦樂波長を共にしたる戰友はこの人々なり。
雨の中に行列して予を待ちくれたる農学寮生男女六十余名にひとたびの別離の挨拶をなす。この光景を深く
胸に刻む。
一、夕刻武蔵野にて勸業銀行支店長等より送別せらる。
一、更に一ノ莊にて渡邊、矢部（農業會長）、小平（商工経済會長）、久保（地木社長）、縣四部長の諸士より送
別せらる。
荷造りの為送別宴の途中より官舍に帰る。
一、秘書課諸君の手傳ひをうけつゝ荷造り夜の十一時過ぎに到る。
一、明日栃木縣を去らんとして感懐再び切なるものあり。予の本質は宇宙に牽かるゝよりも人間の心に牽かるゝ
か。恰も予にとりては宇宙とは何ぞやよりも人間とは何ぞやの問題が関心の中心座位を占むると同様なり。
明日栃木を去らんとして予を牽くものは鬼怒川にも非ず、男体山にも非ず、那須野ヶ原にも非ず、畢竟栃木
縣の人間なり。栃木縣百二十万大家族なり。そこに生れ、そこに育ち、そこに呼吸する老若男女の人々なり。
農に生くる者、土に生くる者、學園に学ぶ者、教壇に立つ者、事務室に勵む者、思へば我れは多くの無名の
魂を我れに惠まれたるかな。國民学校の児等も又わが心裡に生くるおほいなる存在なり。わけてわが本質を
愛し、わが何事かを敬し、永く我れに	がる魂を思ふ。人に於る最大の歡びは高き精神波長の交通といふ
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ことなり。
我れは栃木縣を忘れじ。栃木縣は我れを忘れじ。ひと多きこの人のに斯くも心流れ合ひつゝ生くるか、こゝ
ろは。
十一月六日（月）
一、赴任の日なり。大任に赴くの日なり。
栃木縣と一と度びの別離の日なり。
九時官舍出発。部長官舍に挨拶す。
宇都宮師範學校、
宇都宮中学校、女学校に挨拶す。
護國神社に正式参拝をなす時、警戒警報発令せらる。二荒神社正式参拜をなし
宇都宮駅着。
一、警戒警報発令中といふに驛頭には驚くべき夛数の見送り参集眞に恐縮す。夛数の想ひ出の人々の中にも特に
感銘深かりしは足利盲學校生徒の集團、宇都宮髙農生徒の旗を立てたる一團、然して女子至誠團代表者の一
團なり。
萬歳  予は確かに戰に赴くなり。
午前十時四十七分宇都宮駅発。
坂本、増渕、島田、蟶澤四君東京まで艸行し呉れたり。
一、山王ホテルに落ち着き午。
午後綜合計畫局に出。部長室にて鈴木、高橋参事官に不在中の説明を聴く。
植場長官を中心として計畫局主要題目の協議をなす。
一、大東亜会舘にて艸行五人の諸君に東京都経済局主事金子君を混じえ團欒しつゝ夕食をなす。
一、渡邊に挨拶したる後、島田、野澤兩君を見送り、久我山泊る。
一、明日より烈しき戰鬪は開始せられんとす。
予の新しく烈しき戰鬪の頁は明日より開かれんとす。大いなるものに祈りを捧ぐ。
〔史料A 挿入書簡〕
〔栃木縣廳女子至誠團姉妹様御一同宛安積得也書簡 下書きカ〕
拝復
「隔る者は日々に疎し」とにも申し候に之はまた嬉しきことに候ぞ。栃木縣廳女子至誠團誕生一周年に際し團
員諸姉妹の御心こめての寄せ書難有落掌。百花爛漫の一行にも一句にも不滅神洲を擔ふ旺んなる心意氣と去りし
者を忘れざる温かなる情操とか偲ばれ、まことに懷しく拝見仕候。
東都匆忙激務の間、小生不覺にも盲腸炎を病み入院手術を受け候處、三月十日の空襲により病院を燒け出され數
時間を行徒歩、更に家族疎開先なる御當地へ歸省療養中の處へ東都より廻送し来れる諸姉妹の寄せ書部厚の一
封なりしことゝて感挂一入深く繰返し拜見仕りたる次第。心より御禮申上候。
さまざまなる花信の一節に「戰鬪配置の御詩ラヂオ朗詠にて拜聽致し懷
、
古
、
の
、
情
、
一入でございました」と有之。芳
野懐古の如くまるで千年も昔に安積と申す知事のめ侍りし如くにも聽こゆれど、成る程至誠團が生れてからす
でに一年經ったのだなァとあの頃の偲ばれて候。同じ屋根の下に相め相語り相体操せし日子は短かかりしも予
は栃木縣の因を忘れじ。至誠團諸君の心のまことを忘れじ。
人間の心の眞價はまさかの場合に發揮せられ候。而して日本女性の心の眞價を發揮して遺憾なからしむべき秋は
正に到来致候。日本の女は斯くぞ賴母しといふ底の底を、否「底知れぬ底」を叩いて見せる秋は確実に到来致候。
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日本の女はどこまで賴りになるか
日本の女はどこまで頑張りがきくか
日本の女はどこまで進歩するか
日本の女はどこまで神様の心になれるか
来た
時が来た
底を叩く時が来た
日本の女の底知れぬ底を叩く時が来た
勝つのです。絶対に勝つて見せるのです。二千六百年来現はせなかつた日本人の偉大なる内臟力が々現はされ
ずには済まないのです。神機到来とはそのことです。
頑張るぞ 樂しみだ
頑張つて頑張つて頑張りぬくぞ
至誠團員諸姉妹の一人々々が一人の例外も無く本當の日本の女になつて頑張られることを確信し擱筆到［致］し
候。
昭和二十年三月二十四日
安積得也
栃木縣廳
女子至誠團姉妹様
御一同
二伸
小生病氣は最早全快唯に体力及歩行力の化をまつのみ。両三日にて歸任すべく呉々も御放念被下度候。
拙詩は近くまた別の諸放送せらるゝ模様、その節は諸姉妹への手紙と思って御聽きとり被下度候。
〔史料B 挿入書類〕
凡 例
一、本帳を綜合計画局陣中口授日記と稱す。
一、本帳は光栄ある一任務の基礎資料とす。
一、本帳の附属として左記二種を設く。
1、綜合計畫局陣中口授日記資料
2、綜合計画局関係新聞資料
一、本帳は公務の余暇寸刻を利し口授速記の上清書せしむを原則とす。記事の内容は機密に亘るもの多きを以て
筆記者は機密を確保すること。
一、本日記は昭和十九年十一月一日より之を開始す。
昭和十九年十一月一日
（まつだ しのぶ 歴史文化学科講師近代文化研究所所員）
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